[資料紹介] 近代化遺産 : 本学に係る建造物 by 石田 成年 et al.
[資料紹介] 近代化遺産 : 本学に係る建造物
著者 石田 成年, 伊藤 満
雑誌名 関西大学博物館紀要
巻 15
ページ 47-58
発行年 2009-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/2880
四七
【資料紹介】
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本学に係る建造物
―
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はじめに
　
近年、日本において文化財の概念は種類や指定基準など様々な広がり
を見せている。その一つとして本稿で取り上げる近代化遺産がある。事項で詳しく説明するが、近代化遺産を一言で定義す と、 「わが国に近代化に貢献 た産業・交通・土木に係わる近代の文化財
①」ということに
なる。　
近代化遺産は誕生してから比較的新しい用語である。したがって本稿
では、近代化遺産の経緯や現状などを踏まえつつ、北摂における近代化遺産から例を挙げ検証することとす
一
　
近代化遺産とは
近代化遺産の経緯と認識
　
先に述べたように、近代化遺産は近代化に貢献 た産業・交通・土木
に係わる近代の文化財を指す言葉である。具体的には、工場や駅舎などの建造物、橋梁やトンネルなどの交通に係 構造物、ダムや閘門などの水道関連施設など多岐にわたる。近代化の名が示すように、近代化遺産は工業化や都市化 のキーワードと関連するため、生活や文明の発展レベルによってその施設やシステムも当然変化 。したがって 化財としての認識が薄く、また先に述べた近代化遺産特有の性質から、産業構造の変化や老朽化に伴う取り壊し 改変が急速に進行しようとしていた。そうした社会的な背景から、近代化遺産の実態 把握し、重要なものについては保存していく必要が性急に求められた。近代化遺産は日本における近代化、特に産業・工業における建設様式の一側面を有し、学術的 も価値があるものであるものであった めである。　
文化庁は平成二（一九九〇）年から「近代化遺産総合調査」を各都道
府県で実施するよう政策化した。近代化遺産とい 言葉はこの時につくられた造語である。　
調査はまず、秋田県と群馬県から調査が実施された。その結果、翌年
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五月の文化財保護審議会の近代化遺産を国の重要文化財にするという答申により、同年、秋田県秋田市の藤倉水源地水道施設と群馬県安中市の碓氷峠鉄道施設が重要文化財に指定された。　「近代化遺産総合調査」は現在までに、三八の都道府県で調査終了と報告書刊行が終了しており
②、二〇一〇年頃には、すべての都道府県で完
了する見込みである
③。その他にも各市町村でも調査を進めており、ます
ます詳細なデータが期待される。　
ここで、近代化遺産の用語について詳しく触れたい。近代化遺産には、
産業遺産や土木遺産、近代建築、 らには近代遺跡
④など類似する様々な
類義語が存在する。これらの概念には一部明確な区分がない。そ ため、一つの遺 をとってみても各テーマで扱われ いる遺産が複数あることがある。　
つまり近代における産業や土木に関係する文化遺産・近代産業遺産や
近代土木遺産であれば近代化遺産と同一視されてい うである
⑤。むし
ろ、 化遺産の方が、他の用語と比較した時により包括的であるという見方が妥当である。しかしな ら、同じ近代でも と近代遺跡は必ずしも重複するわけではない。　
近代遺跡は近代化遺産とは異なる文化庁記念物課が担当している。一
九九六年から調査が開始されており、鉱山、工業、交通、商業など十一種類に分類されており と類似するテーマを扱っているため、具体的に対象物の区別は明確に存在しない。しかしながら 近代化遺産が土木や技術、構造に対して評価を重視す で 近代 跡では文献調査を主とする史実評価と、フィールドワークを主とする現地調査から
対象物を評価しようとしている。
保存と活用の現状
　
保存と活用の面においては、イギリスで先駆的な活動がなされている。
一九五〇年代から国ではなく、民間団体が保存活動を進めてきた。その後、産業考古学会の設立などを経て認知度が高まり、現在では、世界最古の鋳鉄の橋アイアン・ブリッジ はじめ、七件 、世界遺産に登録されている。　
日本の近代化遺産に目を移す 、世界遺産に 登録されていないもの
の、群馬県の富岡製糸場が世界遺産の暫定リストとして取り扱いされており、その他にも足尾銅山やその他複数 団体から世界遺産に向けての提案がなされている。　
こうしたことからも、現在日本の近代化遺産は保存・活用に向けて
様々な取り組みをしていることが伺える。その中でも、主 取り組みは観光・まちづくり事業である。　
近代化遺産は老朽化こそある の 、その材質は金属や鉄筋コンクリ
ートなどの強固なものが使用 おり、容易に破損しないため、文化財の知識 がなくて 容易に触れることができるからである。し しながら、その所有者が企業である場合や見学体制が整っておらず交通手段に制限があるなど、見学が容易にでき い事もあ また 施設が巨大で広範囲に及ぶ場合があり、修理、保存するのに莫大な費用がかかることもある。現状ではまだまだ課題はあるものの 積極的 啓発活動が進められてい
⑥。
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二
　
北摂における近代化遺産
　
大阪府においても、平成一六（二〇〇四）年から三ヵ年間において先
の「近代化遺産（建造物等）総合調査」が実施された。調査対象は他府県と同様に幕末明治期から概ね第二次世界大戦終了までに建築された建造物のうち、産業、交通、土木、近代建築に関わるものを対象とし、さらにこれらを二十五種類に分類した。基礎的資料作成を目的とした一次調査の総数は千三百六十七件を数え、その内、国の重要文化財六件、登録有形文化財に 百二件が該当する
⑦。
　
北摂
⑧においても、一次調査は百七十八件が挙げられている。郊外とし
ての地理的性質からか、住宅や鉄道関連のものが多数を占める。　
本稿では、その中から関西大学と関係が深い 例をとりあげ次項より
個別に解説する。
三
　
関西大学簡文館
所
  在
  地
　
大阪府吹田市山手町三
―
三
―
三十五
建
  設
  年
　
昭和 （一九二八）年昭和三〇（一九五五）年
　
増築
延床面積
　
四千五百二十二㎡
設
  計
  者
　
村野・森建築設計事務所村野藤吾
　（増築部）
簡文館の概要
　
関西大学簡文館（写真一）は、学校法人関西大学の施設の一つで、旧
来は図書館として利用していたが、現在は関西大学博物館として利用されている。　
ＲＣ造三階建てで、二階は天井を高くして圧迫感を除き、三階には九
室の研究室を設けている。屋根の花びら型の開口部は採光を考慮して、トップサイドライトとなっている。
写真一　簡文館外観
五〇
　
平成一九（二〇〇七）年には、関西大学のシンボル的な存在であるこ
とや、大学図書館として代表的な建築であり、そして村野藤吾の設計である いった理由から、登録有形文化財に選定された。　
関西大学千里山図書館から簡文館と名称変更になったのは、それまで
学内に二館あった図書館
⑨の蔵書を総合図書館に移し、一九八五年に図書
館としての機能を失ってからである。また、博物館としては一九九四年より運営されている。
村野藤吾と関西大学
　
村野藤吾は建築家としての活動を昭和三（ 二八）年から開始し
翌年に後の村野・森設計事務所を設立した。 阪を中心 活動し、一九六七年には文化勲章を受章し 二〇〇六年には、村野が一九五三年に設計した世界平和記念聖堂が、戦後の建物として初めて重要文化財に指定されたほどである。　
関西大学では、関西大学第一高等学校・第一中学校や大学院も含めて、
大学ホールや研究室、学舎な 総数二十一もの建造物を設計した。その期間は一九五一年から七九 までと長期にわたり活動してい 。これは、大学の予算決定などの事情で 一棟ご で計画され設計されたことに起因する。したがって、建物自体 共通性は見られるものの、関西大学で数々の建物を設計しながらも、マスタープランが ってすべてを設計したというわけではない。　
簡文館は法文学舎の増築という形で四番目と、比較的早く造営された。
　
しかしながら、現存するものはわずか ある。簡文館が所在する第一
学舎には、簡文館と同じタイルを使用したタイル画と建造物が存在したが、平成二〇（二〇〇八）年三月をもって解体されている。
簡文館の建築意匠とその評価
　
関西大学の建築は、この当時の村野の作品の中でも特に優れたものは
なく、村野の建物が数多くあったことがその特質であった
⑩。しかし先に
述べたように、関西大学内に村野の建築はわずかしか現存しない。　
さて、 その中でも、 簡文館にはいくつか意匠的に目を見張るものがある。
写真二　関西大学第一学舎使用タイル
（上：赤褐色、下：緑）
五一
写真三　簡文館螺旋階段
　
意匠的な特徴として、壁面を構成するタイル
 （写真二）と、一階から
二階への螺旋階段（写真三）などが挙げられる。　
簡文館で使用されているタイルのサイズは主に三種類あり、長口面が
長さ二二三㎜、幅五九㎜、厚さ一八㎜を測る。続いて、小口面が長さ一二二㎜、幅、厚さは同様である
⑪。もうひとつはほぼ六〇㎜四方で、おそ
らく、小口面を半分に裁断したと思われる。外装で使用されるタイルはそもそも煉瓦の表面を整えるものとして始まったという経緯があ し
たがって、大正一四（一九二五）年に規格された煉瓦のサイズ
⑫、すなわ
ち長手面で長さ二一〇㎜、幅一〇〇㎜を基準としてタイルも製作されている。簡文館 使用されているタイルはそれよりも一〇㎜ほど長いことになる。　
タイルの色に関しては写真の緑と赤褐色以外には、青、クリームがあ
り、所々で模様を形成している。　
ところで、村野藤吾の建築の特色の一つ して、階段と手摺が挙げら
れる。　
簡文館以外にも、心斎橋プランタンや箱根プリンスホテル、志摩観光
ホテルなど様々な建築において螺旋階段を使用している。その特色 一概に語ることができ いほど 多 な側面を持ち合わせており、誌面では割愛する。　
簡文館の螺旋階段は五〇㎜の木製の手摺を使用しており、また、スチ
ール製笠木と合わせて心斎橋プランタンや関西大学第一学舎と共通性が見られる。　
以上関西大学簡文館について説明した。簡文館は、関西大学内の近代
化を示す上でも村野藤吾の建築を知る上 も、重要な建築である。
四
　
鉄道用煉瓦構造物
　
阪急千里線は大阪市北区の天神橋筋六丁目駅を起点、吹田市 北千里
駅を終点とする営業キロ一三・六キロの路線である。大正一〇（一九二一）年、北大阪電気鉄道により四月一日に十三～豊津間が、そして一〇
五二
月二六日に豊津～千里山間が開業した。後年新京阪鉄道への譲渡を経て、大正一四（一九二五）年一〇月一五日には天神橋（現天神橋筋六丁目）～淡路間が開業して大阪市内へ乗り入れることとなった。一方北 は昭和三八（一九六三）年には新千里山（現南千里）まで、そして昭和四二（一九六七）年に北千里まで延伸し現在の姿となった。　
以上のように阪急千里線の前身である北大阪電気鉄道千里山線
⑬の開業
そのものは大正期であるが、路線の一部に明治期に築かれた煉瓦構造物が存在する。それは、現在の阪急京都本線崇禅寺から千里線吹田間は、明治九 （一八七六） 年七月二六日の大阪～向日町間の開業から大正二 （一九一三）年まで東海道本線であった路線であり、千里山線の敷設に際して東海道本線が現在の路線に移設され 後の旧線を転用したことによる。つまり現存する煉瓦構造物は東海道本線開業時 所産なのである。　
本章ではそれら阪急千里線に残る鉄道用煉瓦構造物を紹介する
⑭。
（
1、旧下久野暗渠、
2、井戸口橋梁、
3、新神崎川橋梁、

4、鴨沢暗渠、
5、旧線跡）
1、 「旧下久野暗渠」 （大阪市東淀川区下新庄五丁目）
　
下新庄駅の天神橋筋六丁目 以下「天六」 ）方面行きプラットホーム
の南端下に残る、径間長〇・九一メートルの煉瓦造アーチ橋である。大きな特徴はアーチ部に「楔形煉瓦」を用いることである。通常、径間四フィート（一・二二メートル）以上のアーチでは「オナマ」を用いることが多いが、本例のように曲率の大きな小径間のアーチ橋 は、楔形の異形煉瓦を用いてアーチの迫持を構成することがある。全国では七例が確認されている。さらにアーチ部 はポリクロミー 採 されており、巻厚二枚のアーチに色の濃い焼過煉瓦と通常の赤 を交互に配し装飾的効果を持たせている。スパンドレルはイギリス積み
⑮で構築され、煉瓦
の接合部にはモルタル 使用されるが、その仕上げに山目地 使用が確認されている。
2、 「井戸口橋梁」 （大阪市東淀川区下新庄五丁目）
　
下新庄駅の北方約二二○メートルに位置する、橋台間の径間長六・一
メートルの橋梁である。両橋台ともイギリス積みにより構築されている。天六方の橋台は下方に欠円アーチを有している 北千里方 橋台に なく、相対する 形状が異なっている。明治二五（一八九二）年 鉄道庁がまとめた『鉄道線路各種建造物明細録』 （以下『明細録』 に 本橋梁の記載がなく、明治二五（一八九二）年以降の建設である可能性が高い。それについては天六方 台は後述する「新神崎川橋梁」の橋台であり、後年路盤の形状が変更された際に北千里方の が構築「井戸口橋梁」が竣功したのではないかとの指摘がある。
五三
3、 「新神崎川橋梁
⑯」 （大阪市東淀川区下新庄四丁目～吹田市川岸町）
　
下新庄駅の北方約三六〇メートルの神崎川に架かる全長一三〇メート
ル、上路プレートガーダー一三連で構成される橋梁である。三径間おきに一対の径一二フィート円形ウェル橋脚が残存す 。橋座部は石材の二段積み、鉛直部は煉瓦で構築されている。この円形橋脚が東海道本線開設時に建設されたものであり、支間一〇〇フィート（三〇・四八メートル） のポニーワーレントラス三連が架設されていたという。 大正一〇 （一九二一 年の北大阪電気鉄道開業時に二本の円形橋脚を接続し一体化、そしてそれぞれ 支間に新たに二基の橋脚を追加したものと思われる。現状では増設された橋脚は煉瓦造とコンクリ 造の二種である。煉瓦造の橋脚はイギリス積みで構築 ており、その平面形は流水抵抗軽減のため上流側が尖頭形を呈している
⑰。
4、 「鴨沢暗渠」 （吹田市川岸町）
　
下新庄駅の北方約三六〇メートルにある、アーチ径間二・四四メート
ルの暗渠である。アーチ部は巻厚四枚の煉瓦造、側壁は石材 段の布積み、坑門と翼壁は石材の乱積みにより構築 ている。ア チ には天端の要石部をはじめ、 竪積み
⑱を採用している。 『明細録』には明治七（一
八七四）年九月竣功と記されており、京阪間の鉄道構造物 は最古級ものである。
五
　
まとめ
　
以上、本学の歴史的シンボルとなっている建築物、また日常的に本学
の利用者が多い鉄道路線に残る構造物を紹介した。　
近年、これら近代化遺産や建造物を文化財として評価、保護、活用し
ようという気運が高まっている。その一つが「文化財登録制度」である。文化財登録制度は、文化財である建造物 うち、国や地方公共団体が指定する文化財以外のものを対象とし、その文化財としての価値に鑑み、保存及び活用のため 措置が特に必要とされるものを幅広く登録 ようとする制度である。従来 「指定制度」に比して規制が緩やかであり、所有者、管理者がより自主的に保護、活用を図ることができるものである。本論で紹介した「簡文館」は平成一九（二〇〇七）年 登録有形文化財となった。　
明治維新後、近代における国土の基盤整備にあたって特に重要視され
たのは鉄道である。敷設に係る構造物 建築にはより耐久性を高く、より強固に、より大型にと常にその時の最新技術が導入された。しかしより優れた機能を追究するという土木工学上の基本思想 基づい ならば、その機能を果たさなくなった時には瞬時に撤去され姿を消してしまう運命にもある。よってこれら建造物にあっては竣功時 姿を留めながら現役で使用され続けている とに大き 意義がある。　
近年、近代化遺産総合調査が多くの都道府県で実施されている。また
それらを地域の歴史と文化を生かした個性的なまちづくりに生かす実践も多く見聞し、社会的認知度の高まり 実感している ころである。時
五四
として驚くような歴史的背景また構造上の特徴を有しながらも、ありふれた日常、景色の中にひっそりと佇む建 物は数多い。近代において地域に貢献した建造物が、現代に近代化遺産と名を変えて地域の歴史を伝えるための有効な資源として、まちづくりに再び貢献する光景はもう珍しいことではないのである。

（執筆は、一～三章は伊藤が、四、五章は石田が担当した。 ）
註①
　
刈谷
　
二〇〇五
②
　
二〇〇八年一二月時点
③
　
伊東
　
二〇〇〇
④
　
遺跡という名称から土地に係る歴史が主な対象であるが、建造物等は近
代化遺産の対象である［伊東二〇〇〇ほか］ 。
⑤
　
伊東
　
二〇〇〇、青木
　
二〇〇七、清水二〇〇〇
, 八など
⑥
　
代表的なものに
 全国近代化遺産活用連絡協議会や、地域活性化を目的
としてつくられた経済産業省の「近代産業遺産群
33」などがそれにあたる。
⑦
　
二〇〇七年三月時点
⑧
　
本稿では吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町、豊中市、池田市、
箕面市、豊能町、能勢町の七市三町を指す。
⑨
　
もう一つの図書館も、専門図書館として一九六四 に設計され、現在は
円神館として名称変更されＩＴセンターとして使用されている。村野藤吾が一九六四年に設計したものである。
⑩
　
中
　
一九六四
⑪
　
タイルの大きさはそれぞれ少しばかり異なるので、複数採寸した平均値
をあてた。
⑫
　
北大阪電気鉄道による千里丘陵への鉄道敷設に際して東海道本線の旧線
の再利用を推し進めたのは、用地買収と設計の省力化や放置された構造物の再利用等が会社と地域の利益に結びつく の目論見が大きな理由とされる。なお東海道本線、北大阪電気鉄道の敷設経緯については『吹田市史』第三巻に詳しく、本論では割愛した。
⑬
　
本論で紹介した各構造物の基礎的データの記述は、後掲する小野田滋氏
の業績に負うところが大きい。
⑭
　
煉瓦の統一規格が縦二一〇×横一〇〇×高さ六〇ミリメートルと定めら
れたのは大正一四（一九二五）年の日本標準規格である。それ以前は地域、製造者等で規格はまちまちであったが、縦横高さの比が概ね四
: 二
: 一でで
きた基本的な形状のものを「オナマ」という。
⑮
　
煉瓦の小口のみが表面に現れる段と長手（煉瓦の側面）のみが現れる段
を交互に積む煉瓦構築技法。同じ段において小口と長手が交互に表面に現れる煉瓦構築技法もあり「フランス積み」 う。
⑯
　『明細録』では竣功時の名称「上神崎川橋梁」と記載される。
⑰
　
小野田滋「阪神間・京阪間鉄道における煉瓦・石積み構造物とそ 特徴」
『土木史研究』第二〇号⑱　「小口のみで構成される粗迫持の煉瓦の一部を竪方向に積んで、円周方向のツナギをとった補強方法」 （小野田
　
二〇〇三）
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